

























































































































音[m]、F から N 記号は鼻母音と半母音の種類[あ、い、う、え、お、わ、や、
ゆ、よ]であって、最後の O記号はサ行の摩擦音[鼻母音か歯茎音]を含む短い句
である。全部は６０行である。参加者が読みやすいため、句にある N4レベル以上の漢字は
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フリガナがつけられている。そして、各句はできる限り一つの鼻音・鼻母音に抑えられて
いる。	
	 例：	C3.	小さな金魚
きんぎょ
	F3.そこの店員
てんいん
	
	 発話者は日本語学習者７名	(男性３名,	女性４名)	を用いた。発話者の母語の内訳は英
語２名,	中国語３	ベトナム語１名,	ジャワ語１名、インドネシア語2名であった。	二人は
複数の母語（中国語と英語、インドネシア語とジャワ語）がある。	
	
	
	
	
	
	
	 	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	 	
図３.	正確に発音する割合	
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新型コロナウイルスの感染拡大を防止するために、収録方法としては受験者自らで録音す
る。その録音を日本語の音声学について指導を受けたことがある教師に送る。その教師は
学習者の音読に対して、フィードバックを与える。フィードバックは以上四つの種類があ
る。	
	
4.	実験結果・分析	
	 受験者は平均読み上げた６５％の短文にある鼻音を正確に発音し、２２％を少し間違え
た発音で読み上げ、１３％の鼻音をとても不自然な発音で読み上げる。	
	 こう見れば、日本語能力試験N2以上を合格した参加者にとって日本語の撥音/N/は撥音し
にくい音と見られる。	
4.1.母語干渉	
	 英語母語話者の結果を見れば、最も頻繁的に起こる問題は鼻母音の代わりに歯茎鼻音[n]
と軟口蓋鼻音[ŋ]が現れることだ。つまり、全員（ゼンイン）のような鼻母音が含んだ単語
はゼニン・ゼンニンになる傾向がある。日本語の撥音[ん]をローマ字で表記される場合に
[n]になるので、英語母語話者が誤読する恐れが高い。そして、中国母語話者の場合、鼻母
音は上手に使えているが、鼻母音の種類が異なることが見られている。	
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図４：母語別に分けられた結果	
	
表５．学習者の問題点と例(頻度の高い順に掲載されている)
	
	 	
実験によって、学習者の音声に１３の種類の発音問題が見つけられた。以上の結果に見ら
れる日本語能力試験レベルN１、N2の日本語学習者の発音の特徴・傾向は:	
	 •母音間の鼻母音の代わりに歯茎鼻音[n]か軟口蓋鼻音[ŋ]が現れること		
	 •鼻音の持続時間が短いこと	
従って、撥音の中で学習者にとって最も発音しにくい鼻音種類は鼻母音であることを示し
ている。	
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おわりに	
	 筆者は日本語音声学の素人でありながら、日本語学習者が面する発音上の困難の原因を
調べるためにこの研究を始めた。この実験によって、全体的な発音の傾向と最も頻繁的に
起こる問題も見つけた。少数の参加者数なので結果の信頼性が低いが、中国語母語話者と
英語母語話者の参加者の音声的なバリエーションと傾向は先行研究と共通点がいくつかあ
った。中国語母語話者は口蓋垂鼻音の代わりに母語に存在する軟口蓋鼻音、鼻母音を使用
することもあり、軟口蓋鼻音の使用も多かった。そして、英語母語話者の方は撥音の長さ、
鼻母音の発音の問題が見られた。母語干渉があることが判明でき、有意義な結果が得た。
日本語と母語の音声規則の特徴を意識して比較すれば、学習者の発音の向上にとって有益
な情報になると筆者は考えている。	
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